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3.1 歯科治療の4目的 3 1 2

3.2 咬合理論の問題点 1 2 3

3.3 クラウンマージンのデザイン 1 4 1

3.4 クラウン形成の論理 3 3

3.5 歯列の安定要素 1 3 1 1

3.6 咬合面の各構成の意義 1 4 1

3.7 Interventionの限界と可能性 2 2 1 1

3.8 クラウンの適応症 2 2 1 1

3.9 ブリッジの適応症 2 2 1 1

3.10 ポストの標準条件 1 2 1 1

Moderator : MCs　セティシャイ、前村　学、越智　豊、三原　丞二、中村　功　　　　　　　　

GEPEC、pdp共催  Mouth Clinician(MC,歯科医師)対象 外側性形成Cr.&Br.　2日間コース　事後アンケート

開催日時：2018年12月8日(土）、9日（日）

会場：㈱モリタ大阪pd ルーム

Coordinator：事務局長　岩崎　周悅

Cr&Brの講義の前にベーシックの講義や実習のレビューの設定について

講義・・・・・・□あってよかった4　□必要なし1　□わからない

実習・・・・・・□あってよかった5　□必要なし　□わからない

Cr除去の切れこみを入れる位置が舌側でもいいということ。（E先生）

レビューの中で知識の再確認できた内容があれば、何でも結構ですので、気軽にお書きください。

Cr&Brのコースを受ける前に内側形成の強化実習コースがあった方がいいと思いましたか･･････□はい4　□いいえ

講義についての理解度の4段階を○印でお示しください。

形成の順序、方法を確認できた。（F先生）

ミラーの再認識が出来ました。咬合調整のことがよく分かった。（C先生）

切削時のバーの動かし方が再認識できた。（D先生）
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3.11 一回法製作 1 2 3

3.12 咬合面の形成（Flat/Anatomy) 1 3 1 1

3.13 印象採得 1 3 1

3.14 咬合採得 3 3

3.15 Temporary Crown製作 3 3

3.16 Boxingの必要性 2 3 1
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インストラクターにもっと指導してほしいことがあれば、気軽にお書きください。

クラウン形成実習の時間は十分でしたか？・・・・・・□はい　□いいえ 4       □どっちともいえない

インストラクターの指導はいかがでしたか？

□大変わかりやすかった4　□わかりやすかった1　□わかりにくかった1　　□大変わかりにくかった

・もう少し実習したかったです。（E先生）

Full Denture　Courseに参加のご希望がありますか・・・・・・□ある4 　□ない1　□わからない1

クラウン形成でコツがまだつかめていない困難な部位は・・・・ma（16-3人 26-2人,36-3人,46-2人,37-1人,上顎右側、下

ひとりで静かに実習させてほしいときがありましたか・・・・・・□はい2  　□いいえ2

医院の設計、Management Courseに参加のご希望がありますか・・・・・・□ある3 　□ない　□わからない2

Cr.&Br.のLab Courseに参加のご希望がありますか・・・・・・□ある3 　□ない1 　□わからない2

その他のご意見ご感想をお聞かせください。

・実習、講義の内容が濃く、どちらも短く感じました。ただインストラクターの先生がどの様な考えで、歯科治療をされているか、

　触れることができ、大変有意義な時間でした。年間コースを計画頂けたらと思います。（D先生）

コースの時間はいかがでしたか・・・・・・□短かった3　　　□丁度良かった3　　　□長かった

下顎の内・外側形成　　　バーの当て方、角度など（長峯）

Treatment Planning Courseに参加のご希望がありますか・・・・・・□ある4 　□ない1 　□わからない1

Cast Partial Denture　Courseに参加のご希望がありますか・・・・・・□ある5　□ない1　□わからない
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